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105　同上　 V　』− 3 次元 β運動視に おける図形 の 相似・非相似性 の 影響
一

　　　　相似 図形 を用 い た 3 次元 β遮 動 視 につ い て，年少集 団 に な るほ ど最 適 時 相 の 上 限 は高

1
く，範囲も広 くな り， よ

　　　 り運 動 視 が生 じ 易い こ と が 明 らか に さ れ た （研 究 皿）。従 っ て 本 実 験 で は 図 形 特 性 （特 に 図形の 相似一非 相 似 性）

　　　 に つ い て 考 察 した。刺 激図形 は 動 ぎ の あ る 人 物 の 線画 6 組 （こ の 中第
一

刺激 と第 二二刺 激 と が 非 相 似 に な っ て い る

　　　もの 2 組 ，相 似 に な っ て い る も の 4 組） 。 手 続 は 第
一
刺 激提示位置に 第二 刺激 を提 示 す る 。 提示 時 間 は い ずれも

　　　200cr
。 被験 者 は 幼稚園児，小 1 ， 2 ， 5 ， 中 2 ， 大学生 ， 勇女各10名； 総計 120名 。 結果は 整 理 中で あ るが ，上

　　　限，範 囲 に つ い て ，年令 ； 図形特性間 に そ れ ぞ れ 有意差 の あ る こ と が 予想 さ れ る 。

106　色 彩好悪 に 関す る一考察 ： Q 鵜飼香代 ・蛭 川栄 （愛 知県立 女 子大 学）

　　　　色彩好 悪 に 関 し て ，1 標準色紙 ， 2 貝休的事物 ， 3 絵画 の 三 っ の 事態に つ き， それぞ れ 発達，地 域 差 ， 性差 等

　　　 の 要因に つ い て の 検討 と，具 体 的 事 態 に お け る 色 彩嗜好傾向の 条件分析 を 試み た e

　　　　そ の 結果 各事態 と も上記諸要因 に よ る 影 響が み られ，事態 が異 る こ と に よ り （よ り抽象的事態 と よ り具体的

　　　事 態 ） 色 彩 の 嗜好傾向に 差異が み られ る こ と も認 め られ た 。

　　　　更 に ，具 体的 事物 ｝こ投影 さ れ る 色彩 の 嗜好は ，実在事物 の もっ 色彩 と そ の Variety ，事物 に 対す る Familiarity

　　　等の 条件に よ っ て 異 り事 物 の 概 念 的 ・
機能 的 特性，そ の 事物へ の 直接経験 の 在り方，個人的特性等の 力動的関連

　　　 に お い て 嗜 好 傾 向 が 規 制 され る こ と を知 り得 た 。

107　図形認 知の 発達 ：鈴木治 （東京学芸 大学）

　　　　簡単 な 図形 の 認知 を ， 触運動知覚→ 視知覚に ょ る再認 （x − y ） ， 視 知 覚 → 触 運 動 知 覚 に よ る 再 認 （y
− x ）

　　　に よ っ て 分 析 した 。 被験者は，4 − 8オ 児 78名。認知 の 誤 りは年 令 の 上 昇 と 並行 し て 減少す る 。
x − y が y 　 x

　　　 よ り も誤 りが 少 く，減 少 速度 も早 い 。両 者 の 誤 りは 発 遠 と共 に 接 近 し て ゆ く傾向が あ る 。 こ れ と 相 応 じて ，図形

　　　探 索行 動，図形 選 択 時 に 於 け る 熟慮，選択 の 訂正 ，判断 の あい ま い さ の 減 少な どの 変 化 や現 れ が 見 られ る 。 図形

　　　認知 の 行動は 多 くの 要因 に 規 定 され るが，こ の 研究 で は ，と くに 心 像に よる表象作用 とい う視点 か ら考察 した 。

　　　 6 〜7 才か ら認知行動が 活 溌 に な る が ，こ れ は 心 像 の 発 達 と関 連 が あ る こ と．が見 られる e　　　　　　　　　　．

lO7の 2 音 声 の 記号 化な ら び に体制化過 程に 関す る 研 究 （16）一
音声発達テ ス ト作成の 試み  
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・ 中 島誠 ・奥 野 茂 夫 ・前田 民子 。清水益実 （京都大学）・岡本夏木 （京都学芸 大 学）・田 中昌人 （近 江 学園 ）

．3 方 法

701 職業 と して の 心 理学 （1）一
問題と方法

一
二  松本金寿 ・  宮 川知彰

・
野 呂正 。

柴 田薫 （東北 大 学）

　　　　心 理 学 に 限 らず，すべ て の 学問は，それ 自身 と して の 意義 を もつ こ と は い うまで もな い が．同時に 叉，そ れに

　　　携 る 学術研究者を 離れ て は 成立 し難い で あ ろ う。戦後著し く発 展 し た 我 が 国の 心 理 学 界も，〔）理学 研 究 者の 増加

　　　 と大 量 の 社 会的 進出 と が 大 ぎ な背 景 とな っ て い る 。 然 る に，我 が 国 で は 公式 に は ，一般 心 理学 と教育心 理 学 と が

　　　大 部分 を し め ，ア メ リカ に お げ る が 如 き分 化 を も っ
て い な い 。

　　　　我 々 の 企 図す る各 種 の 研 究 計［蛭は ， こ うし た観 点か ら，内外 の 事態 を精査 し，教育心 理学の あ る べ ぎ姿勢を 省

　　　み る と と もに，大 学に お け る 心 理学 の 研 究 体 制や 機 能 分 化 に 若 干 の 示 唆 を 提 供 し よ うと す る もの で あ る。

702　同上 （正）一そ の 歴 史 と現状
一

　　　　 〔1〕 日本心 理学会を は じ め 諸心 理学会 の 宿簿 （昭10 ，25，35年 版 ） を 分析 した 。 〔皿〕 結果 。 （1） 心 理学者 の

　　　絶対数 は 昭 和27年度 を 境 に 急 増 し て い る が，配 置 さ れ て い る 各職域 の 心 理 学者数 の 百 分率 に 関 す る 限 り臨床施 設

　　　 を 除 い て 大 き な 変 動は み られ ない 。（2） 臨 床 施 設 （社 会 の 落伍 者 を 救 お う と す る 消極的教 育 の 場 ）で 活 動 す る 心

　　　理 学 者 数 の 百 分 率は 終 戦後 慧 増 し て い る 。 （3＞ 心 理 学 者 の 活 動 分野 は 積極的教育 （学校教育）お よび 消 趣 的 教 膏
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